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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・文字×文字，文字の式×数の計算をすることができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・1年「文字の式」で，単項式×数の説明に面積図や計算法則が利用できることを経験している。


○共同追究でのゆさぶり


・単項式の積で係数が負になる場合を考えるのは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・1年「正の数・負の数」で，負の数の場合も交換法則，結合法則が成り立つことを学習している。


・文字部分が同じ場合，係数で比較できることを学習している。





≪学習問題≫


縦2a cm，横3b cmの長方形が


あります。この長方形の面積を表


す式をつくりましょう。
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≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








②見通し: 2a×3b＝6abとなりそうだけれど，文字の式同士のかけ算はしたことがない。


→文字の式×数のときのように，長方形を分けたり，計算法則を使ったりすれば説明できそうだ。











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:長方形を分けたり，計算法則を使ったりして，2a×3b＝6abになることを説明しよう。





③個人追究:面積図や計算法則を使い，6abになることを説明する。
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④共同追究前半（解法の比較検討）


「計算法則を使って係数同士，文字


同士をかけたことは，面積図で


は何を表しているだろうか？」


→「分けてできた長方形の個数と1つの面積を表している。」
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④共同追究後半（思考を深める）


「係数が負の場合でも，同じように計算できるのだろうか？」→「交換法則や結合法則は，負の数のときにも使えたので，　同じように計算してもよいはずだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・単項式同士のかけ算は，係数の積に文字の積をかければよい。


・交換法則や結合法則は，負の数のときにも使えるので，係数が負の場合も同じように考えればよい。
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⑥定着･活用問題


(1)(3x)　=9x　となることを，図と式で


説明しよう。


(2)次の計算をしよう。


・2a×4b　・4x×(-5y)　・(-7a)
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・課題把握では，1年「文字の式」における単項式×数の説明を想起させ，面積図や計算法則を利用すれば説明できそうだという見通しをもたせたい。


・面積図での説明の仕方がわからずつまずいている生徒には，2aはaが2個分と考えられることを助言し，長方形の分け方に気付かせたい。





【板書計画】








